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　このたび，五十嵐先生からお声がけをいただき，

本誌の副編集長を務めることとなりました．これま

でにも編集委員として何度か特集の企画立案や編集

に携わってきましたが，これからはさらに積極的に

企画にかかわることになります．これからもよろし

くお願いいたします．

　さて，これまでに私が立案にかかわった本誌特集

を並べてみますと，

・「進化し続けるコンピュータ将棋」 Vol.59, No.2 

（2018）

・「医療と情報：第 2部　身体情報を医療と結びつ

ける情報学」 Vol.60,  No.4 （2019）

・「『AIの遺電子』に学ぶ未来構想術」 Vol.61, No.1 

（2019）

といったもので，このラインナップから私の専門を

言い当てるのは難しそうです．また，本誌以外では

かつてバーチャルリアリティ学会誌で「VRメディ

ア評論」という，VRに関係しそうな小説・漫画等

の評論をするという連載を持っていましたが，そこ

でもいっけん VRと関係ない現代劇や落語を取り上

げたりして，面白そうと思えるものはなんでも題材

にしていましたし，「ニコニコ学会β」という多種

多様な研究者の集まった学会では学会誌『月刊ニコ

ニコ学会β』の編集長を務めていて，これまた雑多

な誌面づくりに貢献していました．

　その『月刊ニコニコ学会β』の創刊準備号 1）では，

『月刊アスキー』の編集長を務めた，角川アスキー

総合研究所の遠藤諭さんを招いての鼎談記事を掲載

したのですが，そこで遠藤さんは何度も「ノイズ」

の重要性を強調し，視野の狭窄化・思考の硬直化を

防ぐノイズ源としての雑誌の役割を指摘しています．

私自身もまた雑誌の楽しさに触れながら育ったもの

で，誌面の片隅に埋め草のように掲載されていた記

事を覚えていたことが後年の研究につながったりす

ることがままあり，多様な情報に触れる機会を与え

てくれた雑誌には感謝の気持ちしかありません．

　しかしながら，ノイズのポジティブな側面にばか

り目を向けるわけにはいきません．フェイクニュー

スやプロパガンダの跳梁から目を背け，重要な情報

がノイズの海に埋没していくのを許すことが世界の

調和にどれほどの影響を及ぼすか，その議論に私た

ちは真剣に向き合わねばならない状況を迎えていま

す．社会には伝えるべきシグナルがあり，ノイズか

らそれを分けるのもメディアの責務であるのはいう

までもありません．

　責任ある学会誌の編集を担うものとして，あらた

めて「情報」の意味を問い，社会に訴えかける誌面

づくりに取り組みたいと思います．
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